
説明 画像 対応策 実施
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・パトカーによるレッド走行等による警戒を強化す
る。送迎バスのコース変更による対策が望ましい。

児童の横断もしなければなら
ない状況。車のタイミングをみ
ながら横断しているため、危
険。
道路を渡らず安全にバスに乗
車できるよう一部の保護者か
らは、バス路線の変更の希望
も出されている。

・少し移動するだけでも見通しが変わるので、見え
づらいところを決して無理して横断することのない
ように指導する。

・バス停の変更をしない場合は、歩行者用のカーブ
ミラーの設置を検討する。

・パトカーによるレッド走行等による警戒を強化す
る。送迎バスのコース変更による対策が望ましい。

・主要地方道であることからパトカーによるレッド走
行等による警戒を強化するとともに、速度抑制させ
るために交通指導取締りを強化する。

・スクールバス利用児童の使用のため、決して多
くの児童が利用する場所ではないが、他のバス停
付近の指導も含めて、バス利用児童全てに対し
て、歩道においても周りの安全を常に確認しなが
ら歩くように指導をする。

・法面へ防草シート設置

・「スピード落とせ」などの注意看板の設置。ドライ
バーに対する交通安全啓発。

・速度が超過する車両が目立つことから、同一路
線における速度取締りを行い速度抑制に努める。
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・歩道が狭いので必ず一列で歩くこと、できる限り
車道側を歩かないこと、車道側に荷物がはみ出な
いように気を付けることを指導する。

反町
(普賢寺の前の道路)

・主要地方道であることからパトカーによるレッド走
行等による警戒を強化するとともに、速度抑制させ
るために交通指導取締りを強化する。

・ゴミ捨て場移設の可能性についての検討に着手
している。

カーブミラーはあるが、ノボリ
方面(滝根方面)へ向かう見通
しが悪い。
特にゴミ捨ての日(黄色蛍光ペ
ン丸)には道路が狭まるため通
行に支障がある。
児童は朝、右側通行しゴミを避
けながら道路(車の通行帯)に
ふくらんで避けるため、危険な
時がある。

反町行政区
道路の通学路
(船引大越小野線)

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

10/27（水）

飯豊字田尻
田尻バス停からテン
コートレーニングセン
ター入口付近

ポールは立てられており、危険
箇所との認識はあるようだが、
歩道が狭く、木葉·雑草が生い
茂り実際歩けない。
ポールはあるが、カーブで見
通しも悪い。
ガードレールや、縁石設置の
方が安全ではないかと思いま
す。

車の往来が多い。
歩道は狭い。
子どもがいるのにスピードを緩
めない車もあり。
通学路の一部が歩行者一人
でも車の車体に近い。接触事
故のおそれが多少高い。

・歩道が狭いので必ず一列で歩くこと、できる限り
車道側を歩かないこと、車道側に荷物がはみ出な
いように気を付けることを指導する。

〇

10/27（水）

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

３号車小戸神
李作バス停

カーブミラーはあるが、見づら
い上にカーブの向きでほとん
ど往来する車が見えない。信
号も横断歩道もないので飛ば
していく車が多い。冬はカーブ
なので曲がりきれない車が事
故を起こすことも多い。歩道が
狭く、雨の日の歩行・バス待ち
が危険である。

・少し移動するだけでも見通しが変わるので、見え
づらいところを決して無理して横断することのない
ように指導する。

・バス停の変更をしない場合は、歩行者用のカーブ
ミラーの設置を検討する。

・路肩の土砂撤去及び側溝蓋掛けを行い、路肩幅
員を拡げ、歩行導線を確保する。

10/27（水）

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

・グリーンベルト、減速マークの設置

・歩行者に対して、1列歩行を呼びかけ、ドライバー
に対しても速度を落として運転するなど啓発する。
「歩行者注意」などの看板設置検討

〇

ゴミ捨て場の移設

グリーンベルト
減速マーク設置

令和３年度　小野町立小野小学校通学路・集合場所等安全対策結果一覧

NO 点検実施日時 点検参加者
通学路・集合場所等の危険・要注意箇所

通学路・集合場所等の危険性 学校の対応策
対策

道路管理者による対応策 地元警察による対応策

看板設置

防草シート敷設

看板設置

歩行者用
カーブミラー設置

側溝蓋掛け

歩行者用
カーブミラー設置

〇

△

△



説明 画像 対応策 実施
NO 点検実施日時 点検参加者

通学路・集合場所等の危険・要注意箇所
通学路・集合場所等の危険性 学校の対応策

対策
道路管理者による対応策 地元警察による対応策

区画線(リブ付)

看板設置

△

踏切改良検討 ―

〇

看板設置

ラバーポール設置
路面標示

路肩清掃 〇
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・グリーンゾーンの中を一列で歩くように指導す
る。特に、荷物の多い月曜日の登校時、金曜日の
下校時については、より気を付けて登下校できる
ように、生徒指導主事を中心に指導を重ねる。

・歩行者に対して、1列歩行を呼びかけ、ドライバー
に対しても速度を落として運転するなど啓発する。
「通学路注意」などの看板設置検討

・ラバーポール及び路面表示の設置を行い、危険
個所を可視化し、車両の通過速度を抑制する。

・通学路であり、ゾーン３０に指定されていることか
ら、警察官による通学路警戒及び交通指導取締り
を行い、児童の見守り活動を実施する。
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6

7 小学校前道路

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

10/27（水）

道路拡張工事に伴い、見通しが
よくなったため、走行する車の速
度が出やすい状況である。その
先は、工事途中ではあるが、カー
ブのために逆に見通しが悪く、巻
き込み事故が心配である。
現在、グリーンゾーンは設置され
ているものの、登校している子ど
もたちの歩道と車道の境がなく危
険である。特に、スクールバス利
用児童の人数も多いため、ガード
レール等の設置あるいは、登校
ルートの検討が必要である。

10/27（水）

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

小野新町踏切

踏切手前（滝根町側）には歩
道が、踏切奥（小野市街側）に
は路側帯があり歩行しやすく
なっているが、踏切部分は狭
く、乗用車がやっとすれ違える
ぐらいの幅であり、踏切を渡る
歩行者にとって危険である。

交通量は多い。

見通しが悪いカーブで路側帯
も狭く、夏場は草に覆われてい
る。歩行する場合や国道３４９
号線方面へ向かうために県道
を横断して町道に入る際など
危険である。３４９号への抜け
道としても交通量は多い。

・令和元年度に、路肩清掃を実施し歩行空間を確
保。根本的な改良は県中建設対応

歩道が狭い。
カーブになっており写真でわか
るように車が歩道に乗り上げ
て反射ポールが倒されてい
る。
児童が通学中に同様なことが
あると考える怖い。
何度もポールは倒されている。
ガードレールや注意喚起の看
板が必要。

・スクールバス利用児童の使用のため、決して多
くの児童が利用する場所ではないが、他のバス停
付近の指導も含めて、バス利用児童全てに対し
て、歩道においても周りの安全を常に確認しなが
ら歩くように指導をする。

・外側線をリブ式のものへ引き直し

・「スピード落とせ」などの注意看板の設置。ドライ
バーに対する交通安全啓発。

・パトカーによるレッド走行等による警戒を実施する
とともに、速度取締りを行い速度抑制に努める。

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

県道矢吹小野線
小野赤沼入房内地内
カーブ交差点

・根本的な改良は県中建設対応

10/27（水）

・田村警察署小野分庁舎
・三春土木事務所
・小野小学校
・小野町教育委員会
・地域整備課
・町民生活課

飯豊字荒屋敷周辺

10/27（水）


